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事
業
会
社
設
立
で
は
、
製
紙
会
社
（
現
：
王
子
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
日
本
製
紙
）
の
設
立
や

石
川
島
平
野
造
船
所
（
現
：
Ｉ
Ｈ
Ｉ
、
い
す
ゞ
自
動
車
）
に
対
し
個
人
出
資
や
銀
行
を
通
じ
創
業

を
支
援
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
関
係
で
は
、
東
京
ガ
ス
、
東
京
電
力
、
鉄
道
事
業
会
社
の
設
立
や
、
そ

の
経
営
に
関
わ
っ
た
。

　

渋
沢
の
実
践
し
た
数
あ
る
事
業
の
中
で
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
社
会
イ
ン
フ
ラ
で

あ
る
「
水
道
事
業
」
へ
の
関
わ
り
で
あ
る
。

一
．
東
京
水
道
も
渋
沢
栄
一
で
加
速

　

明
治
半
ば
で
も
、
江
戸
時
代
か
ら
の
上
水
施
設
や
井
戸
に
頼
っ
て
い
た
東
京
市
。
人
口
の
増
加

に
備
え
る
為
に
、
明
治
七
年
近
代
水
道
（
圧
力
を
持
つ
殺
菌
さ
れ
た
水
供
給
）
の
計
画
が
持
ち
上

が
っ
た
が
、
資
金
不
足
や
議
論
百
出
で
決
ま
ら
な
か
っ
た
。
業
を
煮
や
し
た
渋
沢
栄
一
は
「
東
京

市
の
公
衆
衛
生
の
為
に
は
何
と
し
て
も
水
道
を
完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
市
に
自
営
の
意
思

が
な
け
れ
ば
、
私
が
私
財
を
投
じ
て
会
社
を
組
織
し
て
水
道
事
業
を
や
る
」
と
強
い
意
志
を
示
し

た
。
明
治
十
九
年
、
東
京
で
は
コ
レ
ラ
が
蔓
延
し
、
市
民
一
万
人
近
く
が
命
を
落
と
し
た
が
、
そ

れ
で
も
東
京
市
は
動
か
な
か
っ
た
。（
実
験
論
語
処
世
談
よ
り
）

　

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
活
躍
し
、「
日
本
資
本
主
義
の
父
」
と
呼
ば
れ
た
実
業
家
、
ご
存
知

の
渋
沢
栄
一
。
そ
の
生
涯
で
約
五
百
企
業
の
創
設
と
運
営
に
関
わ
り
、
約
六
百
の
社
会
事
業
に
携

わ
っ
た
。
彼
が
生
涯
を
か
け
て
追
い
求
め
た
の
が
「
道
徳
経
済
合
一
」
の
理
念
で
あ
る
。
渋
沢
は

私
利
私
欲
で
は
な
く
公
益
を
追
求
す
る
「
道
徳
」
と
、
利
益
を
求
め
る
「
経
済
」
と
が
、
あ
ら
ゆ

る
事
業
に
お
い
て
両
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
実
業
家
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
中
で

一
貫
し
て
実
践
し
続
け
た
の
だ
。

　

渋
沢
栄
一
の
実
業
家
時
代
の
活
躍
は
、
既
に
多
く
の
書
物
で
語
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
銀
行
の

設
立
で
あ
る
。
自
ら
設
立
を
指
導
し
た
第
一
国
立
銀
行
を
始
め
地
方
に
設
立
さ
れ
た
多
く
の
国
立

銀
行
の
指
導
や
、
現
存
す
る
銀
行
の
ル
ー
ツ
は
殆
ど
が
彼
の
足
跡
で
あ
る
。　
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計
を
依
頼
し
計
画
策
定
に
乗
り
出
し
た
。
公
益
で
あ
る
水
道
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
急
ぐ
渋
沢
は
、
明

治
二
十
一
年
十
二
月
、
東
京
府
知
事
あ
て
に
「
水
道
会
社
設
立
」
を
出
願
、
そ
の
提
出
書
類
は
明

日
か
ら
で
も
事
業
開
始
が
出
来
る
ほ
ど
、
設
計
案
、
給
水
規
則
、
収
支
予
算
な
ど
詳
細
に
渡
っ
て

い
た
。
一
方
、
改
正
委
員
会
か
ら
依
頼
さ
れ
て
い
た
対
抗
馬
・
バ
ル
ト
ン
は
、
急
遽
二
カ
月
で
設

計
案
を
ま
と
め
、
同
じ
く
明
治
二
十
一
年
十
二
月
に
最
初
の
設
計
図
を
委
員
会
に
提
出
し
た
。

　

こ
の
両
案
【
表
】
に
対
し
、
改
正
委
員
会
は
判
断
で
き
ず
、
外
国
人
技
師
二
人
、
①
ベ
ル
リ
ン

市
の
水
道
局
長
ギ
ル
氏
、
②
ベ
ル
ギ
ー
の
水
道
会
社
技
師
長
ク
ロ
ー
ス
氏
に
依
頼
し
た
が
、
二
人

は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
主
張
を
展
開
し
、
さ
ら
に
水
道
計
画
は
混
沌
と
し
た
。

　

結
局
、
明
治
二
十
三
年
バ
ル
ト
ン
氏
が
三
人
の
主
張
の
“
い
い
と
こ
ろ
ど
り
”
を
し
、
小
石
川

と
麻
布
の
二
カ
所
に
半
地
下
の
給
水
所
（
貯
水
槽
）
を
設
置
し
、
東
京
市
内
の
標
高
六
メ
ー
ト
ル

ラ
イ
ン
を
境
界
線
と
し
て
西
側
の
高
区
に
は
蒸
気
ポ
ン
プ
で
直
接
配
水
、
東
側
の
低
区
に
は
給
水

所
か
ら
自
然
流
下
で
配
水
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
さ
ら
に
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
国
し
た
若
干
三
十

八
歳
の
水
道
技
術
者
・
中
島
鋭
治
に
よ
り
淀
橋
浄
水
場
（
現
在
、
都
庁
な
ど
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並

ぶ
西
新
宿
）
の
新
設
や
配
管
ル
ー
ト
に
改
良
が
加
え
ら
れ
た
。

㈡　

渋
沢
の
出
願
は
ど
う
な
っ
た
か

　

明
治
二
十
三
年
、
水
道
条
例
公
布
で
、「
水
道
事
業
は
市
町
村
経
営
と
す
る
規
定
」
に
よ
り
許

㈠　

渋
沢
栄
一
…
…�

�

東
京
水
道
会
社
設
立

　

明
治
二
十
年
、
耐
え
か
ね
た
渋
沢
栄
一

四
十
七
歳
の
時
に
「
東
京
水
道
会
社
」
を

設
立
し
、
英
国
人
陸
軍
将
校
の
ヘ
ン
リ

ー
・
ス
ペ
ン
サ
ー
・
パ
ー
マ
ー
に
調
査
設

計
を
依
頼
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
パ
ー
マ
ー
は
、
そ
の
前

に
横
浜
市
か
ら
近
代
水
道
の
調
査
設
計
を

依
頼
さ
れ
、
横
浜
水
道
は
早
々
と
着
工

（
明
治
十
八
年
）
し
、
明
治
二
十
年
、
日

本
で
最
初
の
近
代
水
道
を
通
水
し
た
の
で

あ
っ
た
。
一
方
、
渋
沢
に
背
を
叩
か
れ
た

「
東
京
市
区
改
正
委
員
会
」
は
、
つ
い
に

重
い
腰
を
上
げ
明
治
二
十
一
年
十
月
に
英

国
人
技
師
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
ル
ト
ン
に
設

カレント寄稿

【表】
パーマー案とバルトン案の比較

項　目 パーマー案（渋沢栄一） バルトン案（改正委員会）
原水 玉川上水 玉川上水

送水方式 玉川用水を甲州街道沿いの
浄水場に受け入れ、それか
ら蒸気ポンプで三カ所（麻
布、小石川、浅草）の給水
塔へ送る、その後自然流下
で各家庭に配水する。
・利点：ポンプが止まって
も短時間は断水しない。

同じ浄水場から、蒸気ポン
プで各家庭に直接給水す
る。
・欠点：ポンプが止まると
すべて断水する。

コスト比較 給水塔（技術未完、高額な
建設費）

給水塔方式に比べ安価
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可
さ
れ
ず
、
渋
沢
は
私
費
を
投
じ
て
作
成
し
た
多
く
の
書
類
を
市
に
寄
贈
、
そ
の
内
容
は
東
京
水

道
建
設
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

二
．
鉄
管
問
題
と
渋
沢
栄
一

　

渋
沢
栄
一
は
近
代
水
道
を
、
一
刻
も
早
く
使
え
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
既
に
品
質
が
保
証
さ
れ

て
い
る
外
国
産
の
水
道
鉄
管
（
口
径
約
千
百
ミ
リ
）
を
使
う
べ
き
と
唱
え
て
い
た
。「
国
産
に
拘

れ
ば
、
い
つ
水
道
が
完
成
す
る
か
判
ら
な
い
。
鉄
道
で
も
、
な
ん
で
も
最
初
は
外
国
製
を
使
い
、

外
国
人
を
招
聘
し
、
技
術
を
習
得
し
、
そ
の
の
ち
漸
次
国
産
に
切
り
替
え
る
べ
き
」
と
。
こ
れ

に
対
し
国
産
鉄
管
推
進
派
は
、「
我
々
に
は
大
砲
を
作
っ
た
優
れ
た
技
術
が
あ
る
、
外
国
製
品
な

ん
か
、
と
ん
で
も
な
い
」
と
大
反
対
。
つ
い
に
明
治
二
十
五
年
の
暮
れ
、
刺
客
を
雇
っ
て
馬
車

に
乗
っ
て
い
た
渋
沢
を
襲
わ
せ
た
が
、
幸
い
に
も
渋
沢
は
か
す
り
傷
程
度
で
済
み
事
な
き
を
得

た
。

　

翌
年
、
東
京
市
は
鉄
管
の
見
積
も
り
を
国
内
外
の
企
業
に
要
求
し
た
が
、
国
内
の
鉄
管
会
社
が

最
安
値
で
す
べ
て
受
注
し
た
。
し
か
し
契
約
し
た
製
造
業
者
の
体
制
が
整
わ
ず
、
大
幅
に
鉄
管
の

納
入
が
遅
れ
る
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
。
や
む
を
得
ず
、
市
会
は
外
国
製
品
も
購
入
す
る
こ
と
と

決
議
し
、
英
国
や
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
製
の
鉄
管
を
購
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

鉄
管
問
題
は
さ
ら
に
悪
化
し
、
国
産
品
製
造
業
者
が
東
京
市
の
検
査
で
不
合
格
と
な
っ
た
多
く

の
鉄
管
を
合
格
品
と
偽
っ
て
納
入
す
る
不
正
事
件
を
引
き
起
こ
す
に
至
っ
た
。
明
治
二
十
八
年
十

月
、
こ
の
事
件
が
明
る
み
に
出
て
、
府
知
事
の
辞
職
、
市
会
の
解
散
な
ど
政
治
問
題
へ
と
発
展
し

た
。
さ
ら
に
明
治
二
十
七
年
八
月
に
は
、
日
清
戦
争
が
勃
発
し
、
必
要
な
資
材
や
労
働
力
の
不
足
、

諸
物
価
の
高
騰
に
苦
慮
し
、
工
事
は
さ
ら
に
遅
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
幾
多
の
障
害
を
克
服
し
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
年
）
十
二
月
に
東
京
水
道
の
主

要
施
設
が
完
成
し
、
淀
橋
浄
水
場
か
ら
本
郷
給
水
所
を
経
て
神
田
、
日
本
橋
方
面
に
初
め
て
近
代

水
道
が
通
水
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

さ
い
ご
に

　

渋
沢
栄
一
は
公
益
を
図
る
た
め
に
は
水
道
の
普
及
が
最
優
先
と
捉
え
、
一
刻
も
早
く
水
道
管
を

布
設
さ
せ
る
た
め
に
「
技
術
の
未
熟
な
国
産
で
は
な
く
、
外
国
製
品
の
使
用
し
、
漸
次
国
産
品
に

切
り
替
え
よ
」
と
反
論
を
恐
れ
ず
主
張
し
て
い
た
。
明
治
三
十
六
年
頃
か
ら
国
産
品
の
レ
ベ
ル
が

上
が
り
、
次
第
に
切
り
替
わ
り
、
今
や
漏
水
率
三
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
世
界
に
誇
れ
る
東
京
水
道

の
基
礎
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
水
道
イ
ン
フ
ラ
に
お
い
て
も
渋
沢
栄
一
の
慧
眼
が
光
っ
て
い
た
。
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